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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　音声出力端子、内蔵スピーカー及び複数の音声入力端子を備えた映像表示装置であって
、
　前記複数の音声入力端子から入力された音声信号の供給先を切り替えると共に、前記内
蔵スピーカーに供給する音声信号をオン／オフする映像／音声制御回路と、
　前記映像／音声制御回路を制御することで、前記内蔵スピーカーに供給する音声信号と
同じ音声信号を前記音声出力端子から出力させる場合は前記内蔵スピーカーの音声出力を
オフさせ、前記内蔵スピーカーに供給する音声信号と異なる音声信号を前記音声出力端子
から出力させる場合は前記内蔵スピーカーの音声出力をオンさせる処理装置と、
を有する映像表示装置。
【請求項２】
　前記音声入力端子から入力される音声信号に対応した映像信号が入力される複数の映像
入力端子を備え、
　前記処理装置は、
　映像を表示する表示パネルに供給する映像信号に対応する音声信号を前記音声出力端子
から出力させる場合は、前記音声出力端子から出力する音声信号と前記内蔵スピーカーに
供給する音声信号とが同じであると判定して前記内蔵スピーカーの音声出力をオフさせ、
　前記表示パネルに供給する映像信号に対応しない音声信号を前記音声出力端子から出力
させる場合は、前記音声出力端子から出力する音声信号と前記内蔵スピーカーに供給する
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音声信号とが異なると判定して前記内蔵スピーカーの音声出力をオンさせる請求項１記載
の映像表示装置。
【請求項３】
　音声出力端子、内蔵スピーカー及び複数の音声入力端子を備えた映像表示装置の音声再
生方法であって、
　前記内蔵スピーカーに供給する音声信号と同じ音声信号を前記音声出力端子から出力す
る場合は前記内蔵スピーカーの音声出力をオフにし、
　前記内蔵スピーカーに供給する音声信号と異なる音声信号を前記音声出力端子から出力
する場合は前記内蔵スピーカーの音声出力をオンにする音声再生方法。
【請求項４】
　映像を表示する表示パネルに供給する映像信号に対応する音声信号を前記音声出力端子
から出力する場合は、前記音声出力端子から出力する音声信号と前記内蔵スピーカーに供
給する音声信号とが同じであると判定して前記内蔵スピーカーの音声出力をオフにし、
　前記表示パネルに供給する映像信号に対応しない音声信号を前記音声出力端子から出力
する場合は、前記音声出力端子から出力する音声信号と前記内蔵スピーカーに供給する音
声信号とが異なると判定して前記内蔵スピーカーの音声出力をオンにする請求項３記載の
音声再生方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、音声出力端子、内蔵スピーカー及び複数の音声入力端子を備えた映像表示装
置及びその音声再生方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、外部へ音声信号を出力するための音声出力端子、音声信号にしたがって音声を
再生する内蔵スピーカー及び外部から音声信号が入力される複数の音声入力端子を備えた
映像表示装置（プロジェクター等）は、映像入力端子から入力される映像信号にしたがっ
て映像を再生しつつ、内蔵スピーカーあるいは音声出力端子に接続された外部スピーカー
によって該映像に対応する音声信号を再生する用途で用いられる。
【０００３】
　そのため、このような映像表示装置には、ユーザの設定操作が煩雑になるのを防止する
ため、音声出力端子に外部機器が接続されたか否かを検出し、外部機器の接続を検出した
場合に内蔵スピーカーの音声を自動的にミュート（オフ）する機能を備えている。
【０００４】
　例えば、特許文献１には、音声出力端子にヘッドホンが接続されているときは内蔵スピ
ーカーの音声をオフにし、音声出力端子からヘッドホンが外されたときは内蔵スピーカー
の音声出力をオンにするテレビジョン受像機が記載されている。
【０００５】
　しかしながら、上述した背景技術の映像表示装置では、内蔵スピーカーと音声出力端子
とに異なる音声信号を供給することができないため、用途が限定されてしまう問題がある
。
【０００６】
　そこで、上記音声出力端子に対する外部機器の接続有無に応じて内蔵スピーカーの音声
出力をオン・オフする機能を取り除けば、内蔵スピーカーと音声出力端子とに異なる音声
信号を供給できる。
【０００７】
　しかしながら、その場合は、映像表示装置の外装面に設けられた操作スイッチ、リモー
トコントローラあるいは独自のメニュー画像等を用いて、ユーザに内蔵スピーカーに供給
する音声信号の供給元（音声入力端子）及び音声出力端子から出力する音声信号の供給元
（音声入力端子）を選択させると共に、内蔵スピーカーの音声をミュートするか否かも併
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せて設定させる必要がある。通常、このような映像表示装置では、複数の映像入力端子の
うち、どの映像入力端子から入力された映像信号を表示するかも選択する必要があるため
、ユーザによる映像表示装置の設定操作が非常に煩雑になってしまう。
【０００８】
　なお、ユーザによる設定操作を軽減しつつ、内蔵スピーカーのオン・オフを制御する構
成例は、例えば特許文献２に記載されている。特許文献２には、ミュートスイッチが操作
されると、内蔵スピーカーによる映像信号に対応する音声出力を停止すると共に、記録媒
体に記録された音声データを再生する再生装置から出力された音声信号を内蔵スピーカー
で再生するテレビジョン受像機が記載されている。但し、この特許文献２に記載されたテ
レビジョン受像機は、ビデオゲーム等の用途に限定した構成を提案したものであり、上記
内蔵スピーカーと音声出力端子とに、ユーザの用途に応じて異なる音声信号を供給できる
ものでない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】特開２００５－３３３５５１号公報
【特許文献２】特開２００３－１２５２９９号公報
【発明の概要】
【００１０】
　そこで本発明は、ユーザの設定操作を軽減しつつ、内蔵スピーカーと音声出力端子とに
ユーザの用途に応じて異なる音声信号を供給できる映像表示装置及びその音声再生方法を
提供することを目的とする。
【００１１】
　上記目的を達成するため本発明の映像表示装置は、音声出力端子、内蔵スピーカー及び
複数の音声入力端子を備えた映像表示装置であって、
　前記複数の音声入力端子から入力された音声信号の供給先を切り替えると共に、前記内
蔵スピーカーに供給する音声信号をオン／オフする映像／音声制御回路と、
　前記映像／音声制御回路を制御することで、前記内蔵スピーカーに供給する音声信号と
同じ音声信号を前記音声出力端子から出力させる場合は前記内蔵スピーカーの音声出力を
オフさせ、前記内蔵スピーカーに供給する音声信号と異なる音声信号を前記音声出力端子
から出力させる場合は前記内蔵スピーカーの音声出力をオンさせる処理装置と、
を有する。
【００１２】
　一方、本発明の音声再生方法は、音声出力端子、内蔵スピーカー及び複数の音声入力端
子を備えた映像表示装置の音声再生方法であって、
　前記内蔵スピーカーに供給する音声信号と同じ音声信号を前記音声出力端子から出力す
る場合は前記内蔵スピーカーの音声出力をオフにし、
　前記内蔵スピーカーに供給する音声信号と異なる音声信号を前記音声出力端子から出力
する場合は前記内蔵スピーカーの音声出力をオンにする方法である。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】図１は、映像表示システムの一構成例を示すブロック図である。
【図２】図２は、本発明の映像表示装置の一構成例を示すブロック図である。
【図３】図３は、図２に示した映像表示装置が備える処理装置の一構成例を示すブロック
図である。
【図４】図４は、本発明の音声再生方法の処理手順を示すフローチャートである。
【図５】図５は、本発明の音声再生方法の処理手順を示すフローチャートである。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　次に本発明について図面を用いて説明する。
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【００１５】
　図１は映像表示システムの一構成例を示すブロック図であり、図２は本発明の映像表示
装置の一構成例を示すブロック図である。
【００１６】
　図１に示すように、映像表示システムは、映像及び音声を再生する映像表示装置１と、
記録メディアやメモリ等に格納された映像データ及び音声データに基づいて映像信号及び
音声信号を映像表示装置１に供給する複数の映像／音声発生装置２と、映像表示装置１か
ら出力された音声信号にしたがって音声を再生する音声出力装置３とを有する構成である
。図１は、映像表示装置１に、２台の映像／音声発生装置２及び１台の音声出力装置３が
接続された例を示している。
【００１７】
　映像表示装置１は、音声出力端子、内蔵スピーカー及び複数の音声入力端子や映像入力
端子を備えたプロジェクターや直視型のディスプレイ装置である。
【００１８】
　映像／音声発生装置２は、ＤＶＤプレイヤーやＨＤＤメディアプレイヤー等の再生装置
、ＴＶチューナー、パーソナルコンピュータ等、映像信号と音声信号をそれぞれ出力する
装置である。なお、映像／音声発生装置２は、ＣＤプレイヤーやメモリプレイヤーのよう
に音声信号だけを出力する装置であってもよい。
【００１９】
　音声出力装置３は、入力される音声信号にしたがって音声を再生する外部スピーカー、
音声入力端子及び内蔵スピーカーを備えるプロジェクタースタンドやテレビスタンド等で
ある。
【００２０】
　図２に示すように、本発明の映像表示装置１は、映像信号にしたがって映像を表示する
表示パネル１１と、音声信号にしたがって音声を再生する内蔵スピーカー１２と、映像信
号が入力される第１の映像入力端子１３及び第２の映像入力端子１４と、音声信号が入力
される第１の音声入力端子１５及び第２の音声入力端子１６と、音声信号を外部へ出力す
るための音声出力端子１７と、入力された映像信号及び音声信号の供給先を切り替えると
共に、内蔵スピーカーに供給する音声信号をオン／オフする映像／音声制御回路１８と、
映像表示装置１全体の動作を制御する処理装置１９とを備えている。
【００２１】
　図２に示す映像表示装置１は、２組の映像入力端子（第１の映像入力端子１３及び第２
の映像入力端子１４）及び音声入力端子（第１の音声入力端子１５及び第２の音声入力端
子１６）を備え、第１の映像／音声発生装置２１と第１の映像入力端子１３及び第１の音
声入力端子１５とが接続され、第２の映像／音声発生装置２２と第２の映像入力端子１４
及び第２の音声入力端子１６とが接続された例を示している。
【００２２】
　また、図２に示す映像表示装置１は、一つの音声出力端子１７を備え、第１の映像／音
声発生装置２１または第２の映像／音声発生装置２２から入力された音声信号のいずれか
一方を音声出力端子１７から出力できる例を示している。音声出力端子１７は１つである
必要はなく、映像表示装置１は、複数の音声出力端子１７を備えていてもよい。
【００２３】
　図２に示す映像表示装置１は、その外装面に設けられた不図示の操作スイッチ、リモー
トコントローラあるいは独自のメニュー画像等を利用してユーザにより各種の設定が可能
であり、処理装置１９は、該設定内容に基づいて映像／音声制御回路１８を制御すること
で、表示パネル１１に供給する映像信号の供給元（第１の映像入力端子１３または第２の
映像入力端子１４）を選択すると共に内蔵スピーカー１２及び音声出力端子１７に供給す
る音声信号の供給元（第１の音声入力端子１５または第２の音声入力端子１６）を選択す
る。
【００２４】
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　本発明の映像表示装置１は、内蔵スピーカー１２に供給する音声信号と同じ音声信号を
音声出力端子１７から出力する場合は内蔵スピーカー１２の音声出力をオフにし、内蔵ス
ピーカー１２に供給する音声信号と異なる音声信号を音声出力端子１７から出力する場合
は内蔵スピーカー１２の音声出力をオンにする。
【００２５】
　図３は図２に示した映像表示装置が備える処理装置の一構成例を示すブロック図である
。
【００２６】
　図３に示すように、処理装置１９は、プログラムにしたがって処理を実行するＣＰＵ４
１と、ＣＰＵ４１の処理で必要なデータを一時的に保持する主記憶装置４２と、ＣＰＵ４
１の処理対象のデータや処理後のデータが格納される副記憶装置４３と、プログラムが格
納される記録媒体と、上記操作スイッチやリモートコントローラ等から情報を受信するた
めの入力ＩＦ（インタフェース）部４５と、上記映像／音声制御回路２と情報を送受信す
るための通信制御部４６とを備え、ＣＰＵ４１、主記憶装置４２、副記憶装置４３、記録
媒体４４、入力ＩＦ部４５及び通信制御部４６がバス４７で接続された構成である。
【００２７】
　ＣＰＵ４１は、記録媒体４４に記録されたプログラムにしたがって、映像／音声制御回
路１８を制御することで、以下に記載する本発明の処理を実行する。なお、記録媒体４４
は、磁気ディスク、半導体メモリ、光ディスクあるいはその他の記録媒体であってもよい
。副記憶装置４３は、処理装置１９内に必ずしも備える必要はなく、処理装置１９から独
立した装置であってもよい。
【００２８】
　次に、本発明の音声再生方法について図面を用いて説明する。
【００２９】
　図４及び図５は、本発明の音声再生方法の処理手順を示すフローチャートである。
【００３０】
　なお、以下では、図２に示したように、映像表示装置１に対して、第１の映像入力端子
１３及び第１の音声入力端子１５を介して第１の映像／音声発生装置２１が接続され、第
２の映像入力端子１４及び第２の音声入力端子１６を介して第２の映像／音声発生装置２

Ｓが接続された映像表示システムを例にして、本発明の音声再生方法の処理手順を説明す
る。映像表示システムの構成は、図２に示した構成に限定されるものではなく、例えば第
１の映像／音声発生装置２１または第２の映像／音声発生装置２２のいずれか一方を音声
信号のみを出力する音声再生装置に代えてもよい。
【００３１】
　図４に示すように、ユーザが主電源を投入することで映像表示装置１が起動すると（ス
テップＡ１）、処理装置１９は、上記操作スイッチ、リモートコントローラまたはメニュ
ー画像を用いてユーザが設定した、表示パネル１１に供給する映像信号の供給元を確認す
る（ステップＡ２）。ここでは、第１の映像入力端子１３及び第２の映像入力端子１４の
うち、どの映像入力端子から入力された映像信号を表示パネル１１に供給する設定になっ
ているのかを確認する。
【００３２】
　表示パネル１１に供給する映像信号の供給元が第１の映像入力端子１３に設定されてい
る場合、処理装置１９は、ステップＡ３の処理に移行し、上記操作スイッチ、リモートコ
ントローラあるいはメニュー画像を用いてユーザが設定した、音声出力端子１７から出力
する音声信号の供給元を確認する。
【００３３】
　音声出力端子１７から出力する音声信号が、第１の映像入力端子１３から入力された映
像信号に対応する、第１の音声入力端子１５から入力された音声信号である場合、処理装
置１９は、音声出力端子１７から出力する音声信号と内蔵スピーカー１２に供給する音声
信号とが同じであると判定する。そして、映像／音声制御回路１８を制御することで、第
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１の音声入力端子１５から入力された音声信号を音声出力端子１７へ供給し、内蔵スピー
カー１２の音声出力をオフ（ミュート）にする（ステップＡ５）。このとき、処理装置１
９は、音声出力端子１７に対する音声出力装置３の接続を検出することで内蔵スピーカー
１２の音声出力をオフにする、背景技術の処理を利用してもよい。
【００３４】
　また、ステップＡ３において、音声出力端子１７から出力する音声信号が、第２の映像
入力端子１４から入力される映像信号に対応する、第２の音声入力端子１６から入力され
た音声信号である場合、処理装置１９は、音声出力端子１７から出力する音声信号と内蔵
スピーカー１２に供給する音声信号とが異なると判定する。そして、映像／音声制御回路
１８を制御することで、第２の音声入力端子１６から入力された音声信号を音声出力端子
１７へ供給し、内蔵スピーカー１２の音声出力をオンにする（ステップＡ６）。
【００３５】
　処理装置１９は、ステップＡ５またはステップＡ６の処理が終了すると、ユーザによる
映像入力端子または音声入力端子の設定切り替えが発生したか否かを確認する（図５のス
テップＡ７）。映像入力端子または音声入力端子の設定切り替えが発生した場合、処理装
置１９はステップＡ２からの処理を繰り返す。映像入力端子または音声入力端子の設定切
り替えが発生していない場合はステップＡ７の処理を繰り返す。
【００３６】
　一方、ステップＡ２において、表示パネル１１に供給する映像信号の供給元が第２の映
像入力端子１４に設定されている場合、処理装置１９は、ステップＡ４の処理に移行し、
上記操作スイッチ、リモートコントローラあるいはメニュー画像を用いてユーザが設定し
た、音声出力端子から出力する音声信号の供給元を確認する。
【００３７】
　音声出力端子から出力する音声信号が、第１の映像入力端子１３から入力される映像信
号に対応する、第１の音声入力端子１５から入力された音声信号である場合、処理装置１
９は、音声出力端子１７から出力する音声信号と内蔵スピーカー１２に供給する音声信号
とが異なると判定する。そして、映像／音声制御回路１８を制御することで、第１の音声
入力端子１５から入力された音声信号を音声出力端子１７へ供給し、内蔵スピーカー１２
の音声出力をオンにする（ステップＡ６）。
【００３８】
　また、ステップＡ４において、音声出力端子１７から出力する音声信号が、第２の映像
入力端子１４から入力された映像信号に対応する、第２の音声入力端子１６から入力され
た音声信号である場合、処理装置１９は、音声出力端子１７から出力する音声信号と内蔵
スピーカー１２に供給する音声信号とが同じであると判定する。そして、映像／音声制御
回路１８を制御することで、第２の音声入力端子１６から入力された音声信号を音声出力
端子１７へ供給し、内蔵スピーカー１２の音声出力をオフ（ミュート）にする（ステップ
Ａ５）。このとき、処理装置１９は、音声出力端子１７に対する音声出力装置３の接続を
検出することで内蔵スピーカー１２の音声出力をオフにする、背景技術の処理を利用して
もよい。
【００３９】
　処理装置１９は、ステップＡ５またはステップＡ６の処理が終了すると、ユーザによる
映像入力端子または音声入力端子の設定切り替えが発生したか否かを確認する（図５のス
テップＡ７）。映像入力端子または音声入力端子の設定切り替えが発生した場合、処理装
置１９はステップＡ２からの処理を繰り返す。映像入力端子または音声入力端子の設定切
り替えが発生していない場合はステップＡ７の処理を繰り返す。
【００４０】
　なお、上記説明では、映像表示装置１が２つの映像入力端子及びそれに対応する２つの
音声入力端子を備える例を示しているが、３つ以上の映像入力端子及び音声入力端子を備
える構成でも、表示パネル１１に供給する映像信号及びそれに対応する音声信号と、その
他の映像信号及びその音声信号とに分類し、音声出力端子１７から出力する音声信号が表
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行できる。
【００４１】
　また、上記説明では、表示パネル１１に供給する映像信号に対応する音声信号であるか
否かに応じて、音声出力端子１７から出力する音声信号と内蔵スピーカー１２に供給する
音声信号とが同じであるか否かを判定する例を示したが、本発明は、図２に示す音声出力
端子１７から出力する音声信号と内蔵スピーカー１２に供給する音声信号とが同じである
か否かが判定できれば、その判定方法はどのような方法を用いてもよい。例えば、音声出
力端子１７から出力する音声信号と内蔵スピーカー１２に供給する音声信号の波形をそれ
ぞれ比較し、それらが一致するか否かによって判定してもよい。また、映像／音声制御回
路１８に入力された各音声信号の出力先をモニターすることで、音声出力端子１７と内蔵
スピーカー１２に供給する音声信号が同じであるか否かを判定してもよい。
【００４２】
　本発明によれば、音声出力端子１７、内蔵スピーカー１２及び複数の音声入力端子を有
する映像表示装置１において、内蔵スピーカー１２に供給する音声信号と同じ音声信号を
音声出力端子１７から出力する場合は内蔵スピーカー１２の音声出力をオフにし、内蔵ス
ピーカー１２に供給する音声信号と異なる音声信号を音声出力端子１７から出力する場合
は内蔵スピーカー１２の音声出力をオンにするため、内蔵スピーカー１２と音声出力端子
１７とに、ユーザの用途に応じて異なる音声信号を供給できる。また、ユーザは、映像表
示装置１に対して、表示パネル１１に表示する映像信号の供給元（映像入力端子）と音声
出力端子１７から出力する音声信号の供給元（音声入力端子）のみを設定すればよいため
、ユーザによる設定操作が軽減される。
【００４３】
　以上、実施形態を参照して本願発明を説明したが、本願発明は上記実施形態に限定され
ものではない。本願発明の構成や詳細は本願発明のスコープ内で当業者が理解し得る様々
な変更が可能である。
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